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元気な グループ紹介

「
里さ

と
や
ま山

会
」

仙養東自治振興会・忠原班の有志

《
ク
イ
ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予

算
99
億
円
前
年
対
比
○
○

増
し

②
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院

づ
く
り
に
取
り
く
む
「
○

○
○
○
」委
員
会

③
新
生
活
交
通
○
○
○
○
号

④
○
○
○
○
条
例
に
よ
る
地

域
支
援

⑤
議
員
全
員
に
よ
る
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
事
業
調
査
研
究
先
は
○

○
○
○
株
式
会
社

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
よ
く
読
め
ば

解
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に
「
こ
た
え
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
」
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
意
見
等

も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
『
ま
ち
の
声
』
で
、
で
き

る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
5
名
の
方
に

　

１
，
０
０
０
円
分
の
や
ま

な
み
商
品
券
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

《
あ
て
先
》

　

〒
７
２
０
‐
1
５
２
２

　
神
石
高
原
町
小
畠
二
〇
二
五

　
　
神
石
高
原
町
議
会
事
務
局

　
「
第
1
回
議
会
ク
イ
ズ
係
」宛

《
し
め
き
り
》

　

５
月
8
日　

消
印
有
効

　
今
号
よ
り
議
会
ク
イ
ズ
を
始

め
ま
し
た
。
多
数
、
御
応

募
く
だ
さ
い
。

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
情
報
は
、賞
品
発
送
、

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
等

の
目
的
以
外
に
は
利
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

議
会
ク
イ
ズ

第１回

　

　伐採した竹や木を利用した炭焼きを行うことで、環境の
保全・地域活性化やふれあいの場にと、平成18年「里山会」
を結成。
　昔を思い出しながら2か月かけての窯

か ま

作り。

　「自然を守り、活用するのが魅力」「町内の子供や福
山近郊の子供たちにも炭焼き体験をさせてあげたい」
「地球にやさしい炭を皆さんに使っていただきたい」と、
夢は広がる。みんな笑顔で次の窯

か ま

入れに力がこもる。

　

突
然
の
雪
景
色
、「
春
を

待
つ
」３
月
定
例
会
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
、
熱
き
想

い
を
ぶ
つ
け
た
総
括
質
問
。

　

１
問
１
答
、
火
花
散
る
真

剣
勝
負
の
事
項
別
質
問
。

　

定
額
給
付
金
が
待
ち
遠
し

い
、
国
の
第
２
次
補
正
。

　

１
０
０
年
に
１
度
と
い
う

経
済
危
機
で
、
沈
み
が
ち
な

日
本
列
島
を
歓
喜
の
笑
顔
に

包
ん
だ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
２
連
覇
。

　

見
事
な
投
球
で
日
本
を

救
っ
た
岩
隈
投
手
、
あ
っ
ぱ

れ
イ
チ
ロ
ー
選
手
、
心
を
一

つ
に
戦
っ
た〝
侍
ジ
ャ
パ
ン
〞

あ
り
が
と
う
、
日
本
野
球
。

　

春
爛
漫
の
頃
、
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
届
く
議
会
広
報
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
回

か
ら
新
企
画
で
ス
タ
ー
ト
。

　

ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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春爛漫
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